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   勤務成績が不良である福井県警察職員の指導・教養に関する要綱の制定について 

 

 この度、地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律（平成２６年法律

第３４号）の施行に伴い、福井県警察職員の標準的な職及び標準職務遂行能力を定める訓

令（平成２８年福井県警察本部訓令第３８号）及び福井県警察職員の人事評価に関する訓

令（平成２８年福井県警察本部訓令第３９号）を制定し、人事評価を任用、給与、分限の

ほか、人材育成等の人事管理の基礎資料として活用することとした。 

ついては、別添のとおり「勤務成績が不良である福井県警察職員の指導・教養に関する

要綱」を新たに制定し、平成２８年４月１日から運用することとしたので、適正な運用に

努められたい。また、勤務成績不良職員の位置付け、その職員に対する組織的・計画的な

指導・教養等については、従来同様であるので、念のため申し添える。 

 なお、勤務成績が不良である福井県警察職員の指導・教養に関する要綱の制定について

（平成１９年警務甲達第２０号）は、平成２８年３月３１日をもって廃止する。 



別添 

勤務成績が不良である福井県警察職員の指導・教養に関する要綱 

 

第１ 目的 

  この要綱は、勤務成績が不良である警察職員（以下「勤務成績不良警察職員」という。）

に対する組織的かつ計画的な指導・教養を実施することにより、当該職員の能力、実績

等の向上を図り、もって公務能率の維持・向上とその適正な運営を確保することを目的

とする。 

第２ 対象警察職員 

  本要綱における対象警察職員は、福井県警察に勤務する警察官及び職員とする。ただ

し、警部（同相当職を含む。）の階級にある者のうち、次席、副隊長、副署長及び調査

官の職にある者を除く。 

第３ 勤務成績不良警察職員 

  次のいずれかに該当する警察職員で、特別な指導・教養を要すると認められる者をい

う。 

  (1) 福井県警察職員の人事評価に関する訓令（平成２８年福井県警察本部訓令第３９

号）に基づき行われる人事評価の総合評価が「Ｅ」の者 

  (2) 人事評価の評価日以後において、人事評価の総合評価が「Ｅ」に相当すると認め

られる者 

  (3) （１）又は（２）の規定に準ずると認められる者 

第４ 勤務成績不良警察職員の指定 

 １ 所属長による申請 

  (1) 所属長は、所属職員が勤務成績不良警察職員に該当すると判断した場合は、勤務

成績不良警察職員申請書（別記様式第１号）により、本部の警務課長（以下「警務

課長」という。）を経由して本部長に対し、勤務成績不良警察職員の指定の申請を行

うものとする。 

  (2) （１）の申請は、原則として、人事評価の総合評価後速やかに行うものとするが、

その他の時期の申請（以下「中途申請」という。）を妨げない。 

 ２ 警務課長による通知 

  (1) 警務課長は、人事評価の総合評価等により、職員が勤務成績不良警察職員に該当

するおそれがあると認める場合は、当該職員の所属長と協議するものとする。 

  (2) 所属長は、警務課長との協議の結果、当該職員が勤務成績不良警察職員に該当す

ると判断した場合は、１（１）により申請を行うものとする。 

 ３ 勤務成績不良警察職員の指定の通知 

  (1) 本部長は、１（１）の申請に係る書類、人事評価の総合評価等により、当該職員

が勤務成績不良警察職員に該当すると判断した場合は、所属長に勤務成績不良警察

職員通知書（別記様式第２号）により、指定した旨を通知するものとする。 

  (2) 所属長は、（１）の指定の通知を受けた場合は、当該警察職員にその旨を通知する

ものとし、第５から第１０までの措置を執るものとする。 

第５ 所属における指導・教養 



 １ 人事管理担当者等の指定及び任務 

  (1) 所属長は、勤務成績不良警察職員ごとに、警部（同相当職を含む。）以上の警察職

員のうちから人事管理担当者を指定するものとする。 

  (2) 所属長は、必要により警部補（同相当職を含む。）以上の警察職員のうちから人事

管理補助者を指定することができる。 

  (3) 人事管理担当者及び人事管理補助者は、所属長を補佐し、勤務成績不良警察職員

の指導・教養を行うことを任務とする。 

 ２ 指導・教養計画の策定及び送付 

  (1) 所属長は、勤務成績不良警察職員ごとに、その能力及び実績の向上を図るための

具体的な指導・教養計画を策定するものとする。 

  (2) 所属長は、指導・教養計画の策定に当たっては、定期的な個別面接の実施、関係

所属に対する教養の依頼等の指導・教養方法を踏まえた指導計画の策定に努めるも

のとする。また、所属内における配置換え、業務割り振りの変更等の措置を併せて

検討するものとする。 

  (3) 指導・教養計画期間は、原則として１年を単位とする。 

  (4) 所属長は、指導・教養計画について勤務成績不良警察職員指導計画書（新規・継

続・変更）（別記様式第３号）により、警務課長を経由して警務部長に報告するもの

とする。 

    なお、指導・教養計画に変更があった場合は、その都度、報告するものとする。 

  (5) 警務部長は、必要がある場合は、所属長に対して、指導・教養計画の内容の変更

を指示することができる。 

 ３ 指導・教養の実施要領 

  (1) 勤務成績不良警察職員の指導・教養は、所属長を始めとする所属の幹部、人事管

理担当者及び人事管理補助者が中心となって行い、実施に当たっては指導・教養計

画に従い、勤務成績不良警察職員に応じた具体的な指導・教養を継続的に実施する

ものとする。 

  (2) 勤務成績不良警察職員の担当業務を主管する本部所属の所属長は、当該警察職員

の所属長から指導・教養の依頼があった場合は、協力するものとする。 

  (3) 指導・教養を実施した者は、その状況を具体的に指導・面接記録表（別記様式第

４号）に記載し、その都度、人事管理担当者を経由して所属長に報告するものとす

る。 

 ４ 指導・教養の確認 

   所属長は、毎月１回以上、勤務成績不良警察職員に対して個別面接を実施し指導・

教養の結果の確認を行い、指導・面接記録表に記載するものとする。 

 ５ 指導・教養状況の報告 

  (1) 所属長は、原則として、６月、９月、１２月及び翌年３月の各月に、指導・教養

の状況を指導・面接記録表（写し）により警務課長を経由して警務部長に報告する

ものとする。 

  (2) 警務部長は、必要がある場合は、所属長に対して、指導・教養の内容について指

示することができる。 



第６ 要指導事案発生時の措置 

 １ 勤務成績不良警察職員による指示及び命令の不履行、不適切な職務執行その他の指

導を要する事案（以下「要指導事案」という。）を認めた者は、その詳細な状況を明ら

かにするため、要指導事案報告書（別記様式第５号）を作成し、直ちに人事管理担当

者を経由して所属長に報告するものとする。 

 ２ 所属長は、１の報告を受けた場合は、以後の具体的な指導方針を検討し、人事管理

担当者に必要な指示を行うものとする。 

 ３ 所属長は、勤務成績不良警察職員に要指導事案があった場合は、その都度、速やか

に状況を要指導事案報告書（写し）により、警務課長を経由して警務部長に報告する

ものとする。 

 ４ 警務部長は、必要がある場合は、要指導事案の対応策について所属長に指示するこ

とができる。 

第７ 指導・教養結果の検証 

  所属長は、原則として、人事評価の総合評価後に年間を通じた指導・教養結果を検証

し、その状況を指導・教養結果検証報告書（別記様式第６号）により、警務課長を経由

して警務部長に報告するものとする。ただし、検証の結果、勤務成績不良警察職員に該

当しないと判断した場合は、解除の申請を行うものとし、指導・教養結果検証報告書の

作成は要しないものとする。 

第８ 勤務成績不良警察職員の解除 

 １ 所属長は、第７の検証の結果、勤務成績不良警察職員に該当しないと判断した場合

は、勤務成績不良警察職員解除申請書（別記様式第１号）に、それまでに作成・収集

した資料の写しを添付して、警務課長を経由して本部長に解除の申請を行うものとす

る。 

   なお、勤務成績不良警察職員の解除の申請は、指導・教養期間中には行わないもの

とし、中途申請により勤務成績不良警察職員に指定された者の解除の申請は、指導・

教養期間が満了する月以降に行うものとする。 

 ２ 本部長は、１の申請に係る書類により、当該職員が勤務成績不良警察職員に該当し

ないと判断した場合は、勤務成績不良警察職員解除通知書（別記様式第２号）により、

所属長に解除した旨を通知するものとする。 

 ３ 所属長は、２の解除の通知を受けた場合は、当該職員に対しその旨を通知するもの

とする。 

第９ 必要な措置の検討 

  所属長は、勤務成績不良警察職員の解除がなされなかった職員については、新たに指

導・教養計画を策定し、指導・教養を継続するものとする。また、配置換え、分限処分

等の措置を検討し、必要に応じ警務部長と協議するものとする。 

第 10 その他 

 １ 所属長は、勤務成績不良警察職員に関する書類等を保管するものとする。 

 ２ 所属長は、勤務成績不良警察職員が配置換え（所属内の配置換えは除く。）となった

場合は、速やかに新配置先の所属（以下「新所属」という。）の長に勤務成績不良警察

職員に関する書類等を送付するものとする。 



 ３ 新所属における勤務成績不良職員の指導・教養等は、本要綱の規定に基づき行うも

のとする。 



様式省略 


